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1 )本稿は上海社会科学院で開催された国際会議"Intemational Conference on Industrial Development and Small and

















































































令ややサややc手ややS0C)令 cSレcデザヤマコヘ~-J ~-J ~ ややややややややややや
| + 全国 十川崎 |
出所 「川崎市統計書Ji国民経済計算」















































や やややや 令 c予や小守
ややややや ややややや











cややややや令 S 0 ' i ; ~子、抗争
九九九九勺勺勺勺勺勺¥ヘ ν へν ヘν 'i;'-> 'i;" 'i;'-> 'i;'-> 'i;'-> 'iJ 





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































0% 20% 40% 60% 80% 100% 
製造業 27.5 23.3 24.9 3.2 
官tt(
情幸~.サービス 24.0 29.6 23.6 1. 2 
製造業 27.7 24.6 15.2 0.2 
坂王田立








して示すのが 1)1崎モデル皿」となる O もう 一
つは，スタートアップ・ベンチャーとしての中
小企業の成長であり，これが「川崎モデルNJ





























































0% 72. 7 4.5 
o ~10% 46.4 2.9 
1O~50% 40.2 4. 1 

























7.6 9.8 5.3 
23.2 15.9 11. 6 
14.4 18.6 22. 7 
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61. 4 56.8 
55.5 41. 7 
50.3 56.9 
41. 4 63. 7 
40. 7 43.1 
39.8 40.0 



















































C 1 (開発力) 1. 370*** 1. 558 *** 
C 2 (販売 ・購買力) 0.360 * 0.755 * 
C 3 (製造 ・加工力) -0.606 *** 0.312 
C 4 (下請力) -0.376* -0.336 
従業員規模 0.055 -0.341* 
サンプル数 327 88 
擬似 R2 0.103 0.134 
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65.2 
図表26 収益改善の要因
ロジット分析(最終収益改善 1 ，その他 = 0) 
製造業(1) 製造業(2) 情報・サービス(1) 情幸~ .サー ビス (2)
自社製品比率 0.100 * 0.006 -0.038 -0.024 
交渉力(強い = 1) -0.023 -0.101 -0.248 -0.322 
売上変化率 2.206* 2.099 * 3.358# 3.470# 
従業員規模 0.326 ** 0.339 ** 0.379ネ 0.366* 
部門トレンド(付加価値) 1. 097 1. 185 1. 099 1. 180 
開発型 0.774* -0.044 
cons 1. 873*** 1. 793 *** 2.005 ** 1. 966 ** 
Pseudo R 2 0.057 0.069 0.081 0.081 
サンプル数 354 
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図表32 起業の動機 (2) 
第 1因子 第 2 因子 第3因子 第4因子
保有技術やアイデアが売 独立して自分の会社を持 人員整理や部門の移動が 成功してより高い収入を
れる製品と感じたため つため (0.784) あったため (0.797) f尋るため (-0.903)
(0. 766) 
自分の可能性を試してみ 周囲に独立起業する先例 新技術や新製品を開発し 前の会社では自分のアイ
たいと思ったため があったため (0.701) て社会に貢献するため デアや技術が生かせない











































図表33 二つの起業動機 図表34 今後の事業展開
件数 構成比 件数 構成比
積極的動機(開発 ・挑戦) 81 44.8 新規公開を図る 66 36.5 
消極的動機(独立・アイデア) 82 45.3 売却の機会があれば応じる 10 5.5 
不明 18 9.9 持続を目指す 76 42.0 
合計 181 100.0 その他 24 13.3 
不明 5 2.8 
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川崎イノ ベーションクラスター形成に向けて
創業後の平均成長率図表40
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***;p<0.001, **;p<0.01, *;p<0.05, #;p<0.1
Dum (pass) :オーディション合格-1,その他-o
Dun (incu) :インキュベーション入居-1,その他-o










Dum (motivatio) :開発･挑戦動機- 1,その他- o
Dum (aim) :新規公開志向-1,その他-o
Dum (incu*motivation) :入居+開発･挑戦志向- 1,その他- o
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